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 “Cram school”と言いますが、この“Cram”とは「（無理に）詰め込む」という意味になります。要するに、勉強は半ば強制的なわけですね。


　かといって、「勉強」がダメか、と言われるとそれは違います。「勉強」は必要です。しかし、それが「勉強」で終わってしまうのでは、なんの意味もないのではないでしょうか。








答　辞





　要するに、「強いられただけ」「詰め込んだだけ」では「学び」の領域には達していないと思うのです。詰め込んでどうするのか。その先に何があるのか。「勉強」した先を、ぼんやりとでもいいから見据えて、身に着けて、使える状態にしておくことが大事なのです。そうして自分のものにして初めて「学び」と呼べるものになるのです。














まず、私は「勉強」と「学び」という言葉を使い分けていることを断っておきます。ここでいう「勉強」とは、後から説明しますが、あくまで「無理やりやっただけ」のこと、そして「学び」とは実用的に身に着けること、とします。


私は「勉強」は面白くないと思っています。中国語で「勉強」という語の意味は「何かを強いること」なのだそうです。ほかにも、英語で「塾」のことを








　三寒四温とはよく言ったものです。世の中はなにかと落ち着きませんが、とにかくこうして卒業を迎えられることを嬉しく思います。


　大学受験に向けて準備をしていたある日、ある後輩からこんなことを言われました。「政田さん、勉強って面白くないですよね」。


　この言葉から、私が思う「学び」について少し喋らせてもらおうかと思います。





高校は、社会を生きていくための「道具」を授けてくれる場所なのです。


だから、「勉強は嫌いだから」「難しいから」と自分でシャットアウトしてしまう前に、まずは知ろうと取り組んでみること、これが大事なんじゃないかな、と思います。「sinθcosθ いつ使うん？」じゃなくて、習ってみたうえで、「どうやって使えるん？」と。








生きていくうえで一番怖いものは「無知」だと思います。食べ物のこと、お金のこと、政治のこと。この世の中には知らないと怖いことがいっぱいあります。「お店の人が言ってたから」「テレビで言ってたから」でいいのか。一人の人間として、自分で判断できる材料、道具を一つでも多く持っておくべきです。そのための「学び」が高校までに習うことです。








だから、一つでも多くのことを知ってやろうと、貪欲に高校で学んできました。これが私なりの「学ぶ姿勢」です。


そうはいっても、なにかを覚えようとするとき、理解しようとするとき、苦しくてつらいことだってありますよね。面白くないこともあります。でも、そこでやめてしまったら、何かがわかったとき、繋がった時の喜びを知ることはできません。





よく知らないのに「いや、二次関数とか生活の中で使わないじゃん」などと言って遮断するのはもったいない。くよく理解した上で、「でもこれは使わないね」となるならそれは別に構わないと思います。私は「知らないことは語れない」と考えています。ちゃんと理解もせずに、いろんな意見や考えを知りもしないでなにかを語ることほど恥ずかしいことはありません。











人とのつながり、コミュニケーション、友情だとか恋愛だとか、お店でご飯を食べる、小さな旅に出かけてみる、ただぼーっと青野山を眺めてみる、ぶらぶら散歩をしてみる───それらすべてが「人間」を生きるための学びになりうるのです。ロボットではなく、「人間」として生きる意味になるし、価値になる。季節の花を知ることで、町の大人を知ることで、なによりこの津和野という町を知ることで、どれほど豊な人間になれるだろうか。





みんなにもそれをぜひ味わってほしい。今までやってきたことの意味が分かるのは、大学に行ってから、社会に出てからのはずですから。それは先生方や自分の家族や周りの大人が知っているはずです。高校生なんてまだまだひよっこです。


もちろん、「学び」は教室や授業のなかだけではなくて、部活動や生徒会活動、町で過ごす休日も学びにあふれています。
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そういう意味では、この町が、津和野町全体が「学びの場」であり、「津和野高校」の一部といっても過言ではないんじゃないでしょうか。


　これは主に下級生のみんなに伝えたいことですが、最近は週末でも寮生が寮に引きこもりがちなのではないかと危惧しております。せっかく津和野に来たのに、コンビニと寮を行ったり来たりで終わっていませんか？家や寮や下宿の中だけで完結していませんか？





話がだいぶ広がってしまいました。まとめると、詰め込むだけ、強いられるだけの「勉強」で終わるな、目に見えるものすべてを自分のものにしてしまうような「学び」で貪欲に自分を高めろ、ということです。偉そうに喋っている私もまだまだ学び足りません。永遠に発展途上です。高校を卒業しても、就職してもしくは進学してからも学びの連続です。熊谷校長先生がおっしゃっていた通りです。





県外生の諸君、わざわざ遠くからこの津和野までやってきているのだから、ぜひこの津和野という素敵な町を知ってほしい。津和野のすべてが、あなたたちの学びになります。あなたを豊かにしてくれます。他の高校生たちは授業でやることしか学び取れないのに、ツコウ生は町中のすべてを吸収できる特権を持っているのです。それが「津和野に暮らす」ということです。





深く感謝したいと思います。ほんとうにありがとうございました。これからもたくさん迷惑をかけますのでよろしくお願いします。


　この先もずっと、津和野高校のすてきな「学び」が続いていくことを願って、答辞とさせていただきます。








みんなで、「ひとつでも多くのことを知ってやろう」という気持ちでこれからの毎日を過ごしていきましょう。


　最後になりますが、今日のこの日を迎えるまでに、両親をはじめ、先生方、魅力化コーディネーター、HAN-KOHのスタッフの方々、町の皆さん、在校生のみんな、数えきれないほど多くの方々が私たち卒業生に関わってくださいました。











